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P−250　J861が 単球の 血 管内皮へ の 接着 に及 ぼす影響
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【目的】動脈硬化発生 の 初期段階に お い て，接着分子を 介 した 単球 の 血 管内皮 へ の 接着 が 重 要 な役割 を演 じて い る．ま たエ ス

トロ ゲ ンお よ び抗酸化物質 に よ り血 管内皮由来の 接着分子発現が 抑制 され る とい う報告が 近 年増加 して い る．今回我 々 は，17
α ・estadiol　derivatlveの 一

つ で あり強力な抗酸化作用 を持つ J861が，　 fiow　 condition に おい て 単球 の 接着 に 及ぼ す影響 お よ び

血 管内皮 由来の 接着分 子 （ICAM −1，　VCAM ・1）の 発 現 に 及 ぼ す影響 につ い て 検 討 し た ．
【方法】ヒ ト臍帯 静脈内皮 細 胞 （HUVEC ）を培養 後，　 IL−lfi （20U／ml ）ま た は IL−1βお よび J861（10− 5M ）に よ り12時 間刺

激 し flow　chamber 　system に お い て 単球系細胞 で あ る U937 を 1．O　dyne／cm2 の shear 　stress 下 に お い て HUVEC 上 に流 入 さ

せ U937の 接着 につ き検討した．また ICAM −1，　VCAM ・1の 発現 に つ い て は streptavidin −biotin　method を用 い た ELISA に よ り

490nm にお け る 吸光度変化を control 群 と比 較 した．
【成 績IJ861添 加群 は有意 に U937の HUVEC へ の 接着 （414± 36cells／mm2 　VS　286± 27：p〈 O．Ol）お よび接着分子発現を抑制

した （ICAM −1　64．5％，　 VCAM459 ．2％VS 　control ：p〈 0。Ol）．
【結論｝エ ス トロ ゲ ン 同様，J861は抗動脈硬化作用 を示す こ とが示唆 さ れ，更年期女 性 に お け る エ ス トロ ゲ ン 由来 物質の 重 要

性 につ い て 今後の 検討が 期待 され る、

P −251　 閉経後女性 にお け る Lipoprotein（a）お よび そ の フ ェ ノ タ イ プ に 関 す る 検 討
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【目的】LipOprotein（a ）〔Lp （a ）〕は ， 虚 血性心 疾患 等 の 心 lfi［管病変 の 独 立 した危 険 因子 と して注 目 さ れ て い るが ， フ ェ ノ タ イ

プ の 相違が Lp （a ）濃度 に 影響 を及ぼ す こ とが 指摘 され て い る．今 回我 々 は閉 経 後女性 にお け る Lp （a）フ ェ ノ タ イ ブ を解析

し， そ の 脂質代謝に 及ぼ す影響を含め て 検討 した．
【方法】当科更 年期 外来 を 受 診 した 閉 経後 女性 34名 （年齢 53，1 ± 5．6歳，BMI　20．8 ± 2．6）を対象 と し，本研究 に 対す る 文書 に よ

る同意を得た 後に，Lp （a ），Lp （a ）フ ヱ ノ タ イプ お よ び総 コ レス テ ロ ール （TC ）， LDL コ レス テ ロ ール （LDL −C）を測 定 し

た ．Lp （a） フ ェ ノ タ イ プ は，　 SDS ・PAGE に よ る イ ム ノ ブ ロ ッ ト法 を用 い て 測 定 し，　 Utermann ら の 報告 を基 に F，　B，Sl，　S2，
S3，　S4の 6bandと検出 され ない null に分頚 した．また ， 20例 につ い て は結合型 エ ス トロ ゲ ン と酢酸 メ ドロ キシ プ ロ ゲ ス テ ロ ン

を用い た ホ ル モ ン 補充 療法 （HRT ） を行 い ，施 行 前 か ら施 行 後 6カ 月毎 に TC，　LDL −C，　Lp （a） を測 定 した ．
【成績】（1＞フ ェ ノ タイ プ の 頻度 と して は，S2，　S3，　S4が多 くを占め た．（2）TC が 220　mg ／dl以 上 の 高 TC 血 症群で は S2は認め

なか っ た ．（3）HRT の TC に 対する 効果に つ い て は フ ェ ノ タ イ プ に よる相違 は認 め られ な か っ た．（4）しか し，　 HRT 施行後，
F 等の 低分 子 量 フ ェ ノ タイ プ の 例 で は Lp （a）は 通常と異なりむしろ 上 昇す る 傾向 に あ っ た．’
【結 論 】今 回 の 検 討 か らフ ェ ノ タイ プ に よ り Lp （a）の HRT に対 す る 反応性 に 差異が あ る 可 能牲 が 示唆 さ れ た、し た が っ て フ ェ

ノ タ イプ の 解析が，HRT の 脂質 に対す る効果の 治療前評価 に有用 な情 報 と な り得 る こ と を示 した．

P −252　 ホ ル モ ン補充療法の 継続率に 関する各種因子の 検討
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【目的】閉経後お よび両側卵巣摘出後 の 婦人に 対して
， 更年期障害の 治療や骨粗鬆症 の 予防などを 目的と して ホ ル モ ン 補充療法

（HRT ）が 行 わ れて い るが，本邦で は まだ普及 率は低く， 治療中に 脱落する 症例 も多い ．そこ で HRT の 継続率に 関係する各種因子

を検討 した．
【方法】1992年か ら 当科更年期外来で HRT を開始 した333例 の 閉経 後お よび両 側卵巣摘出後の 婦人を対象とし，継続率お よび それ

に 関係する諸因子を検討 した，
【成績】HRT 全体の 継続率は 1年後で 65．4％，3年後48．5％，5年後36．9％で あ っ た，子宮 の 有無で 比較する と，予宮を有 す る症例 の

継続率は 1年後6L7％ ，
3年後42．2％ ，

5年後30．2％ で あ っ た の に対 して，子宮摘出症例 の 継続率は 1 年後71．5％，3年後43．5％，5年後

37．3％ と有 意に （p ＜ e．OS）高か っ た．治療方法別で は，結合型エ ス トロ ゲ ン （CEE ）と酢酸メ ドロ キ シ プ ロ ゲ ス テ ロ ン の 連 1
−
1投 与

で 1年後63．3％，3年後412％，5年後27．7％ であ っ た の に対 して ， 隔 日投与で は 1年後66．9％，3年後49．7％，5年後35．0％，周期投与

で は 1年後64．7％，3年後37．4％，5年後33．6％ であ り，これ らの 治療 方法 間に差 を認 めな か っ た．一
方経皮エ ス トロ ゲ ン 製剤 は 1年

後48．9％ ，
3年後33．0％，5年後33．0％ と CEE を用 い た IiRT に比べ て低 か っ た．また 1回の 処 方 の み で脱 落 した率 は，連 日投与で 7．6

％ ， 隔 日投与で 18．5％，周期投与で IZ6％，経皮エ ス トロ ゲ ン 製剤で 26．5％ であ り，治療初期 の 段 階で の 脱 落率が高か っ た、

【結 論】HRT の 継 続 率を高 め る ため には ， 性器出血 な どの 副作用をで きる だ け抑え る 工夫が 必要で あ る と ともに，治 療 初期 の 段 階

で の 患者 との コ ミュ ニ ケーシ ョ ンが 重要である こ とが 明らか となっ た．
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